
第2回地産地消の家づくり現地見学会を実施しました！ 
愛媛県林材業振興会議（会長 窪田亀一）と松山地区林材業振興会議（会長 高須賀功）

は21年2月21日（土）、2回目の「地産地消の家づくり現地見学会」を森林・木材、住宅
に関心のある県民38名を無料で、木材の伐採現場や木材市売場、製品市場と県産材で建築
された住宅、県産柱材プレゼントで建築中の住宅等を借り上げバスで巡回し、伐採された木
材がどのような工程で家になるのかを見学しました。 
参加され方は、松山市食場の山林で45年生のヒノキがチェンソーで伐倒される音やプロ

セッサーという高性能林業機械で柱材の長さに瞬く間に造材されるのを目の当たりにし、
「木材の生産は大変だなー！」と目を光らせ驚嘆の声をあげていました。 
また、松山市大橋町の県森連松山木材市売場では50年生のスギ４ｍ材が一本当たり2,700

円との河野所長の説明に、思っているよりもはるかに安いのにびっくりし、「県産材をどん
どん使って、みんなで森林を守っていきたい」と話していました。次に、松山市中野町の県
森連木材流通センターでは県産柱材製品などが県外向けにトラックに積み込まれている状
況を見ながら棟田課長の説明に耳を傾け、この大黒柱はどのくらいの価格なのか等の質問が
でておりました。 
県産材で建築された松山市南白水の住宅では、担当の工務店の方に「耐震性は大丈夫です

か」「この住宅では坪単価はいくらぐらいですか」など質問され、説明を受けていました。 
最後に回った県産柱材プレゼントで松山市平井町に建築中の住宅では「ヒノキのにおいが

良い」、「大きな柱を使っているし、さわった感じが優しい」とか、「私も愛媛の木材を使っ
て家を建てたい」とかの話をされていました。 
帰りのバスの中では「伐採からの流れを見ることによって地産地消の重要性が理解でき

た」、「無垢の木の家を是非建てたい」、「通常目にすることのない現場を見て、県産材に
対する愛着、認識ができた」とか「木がどのように家になっていくのか興味深く、住宅を見
るだけでなく、木が身近になった。木が触感だけでなく、自然にも環境にも重要であること
がよく分かった」との声が聞こえておりました。 
 

 

 

 

 

 
●窪田会長挨拶                 ●参加者受講状況 

 



 

 

 

 

 

 
●チェンソーによる45年生のヒノキ伐採状況    ●プロセッサーによる木材玉切り状況 

 

 

 

 

 

 
●県森連松山木材市売場 河野所長説明状況    ●県森連木材流通センター 棟田課長説明状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●松山市南白水展示住宅見学状況        ●松山市南白水展示住宅見学状況 



 

 

 

 

 

 
●松山市南白水展示住宅見学状況        ●松山市平井町建築中住宅見学状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●松山市平井町建築中住宅見学状況       ●松山市平井町建築中住宅見学状況 

 


